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第１４１３号

わたしたちのねがい
美しい自然につつまれた雪のまち湯沢
清らかな愛情あふれるまち
すこやかな活力みなぎるまち
さわやかな誰もが訪れたいまち
みんなで力をあわせ
豊かで明るく住みよい
文化の香り高いまちをつくりましょう

湯
沢
町
町
民
憲
章

広報
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平成１７年１０月９日

９
月　

日
（
日
）、「
２
０
０
５
越
後
湯
沢 
秋
桜 

コ
ス
モ
ス

２５

ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
」
が
中
央
公
園
陸
上
競
技
場
を

ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
の
コ
ー
ス
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。当

日
は
、
か
つ
て
箱
根
駅
伝
で
活
躍
し
た
、
渡

辺　

康
幸
さ
ん
（
早
稲
田
大
学
卒
・
早
稲
田
大
学

競
走
部
駅
伝
監
督
）、
櫛
部　

静
二
さ
ん
（
早
稲
田

大
学
卒
・
城
西
大
学
男
子
駅
伝
部
コ
ー
チ
）、
ジ
ョ

セ
フ
・
モ
ガ
ン
ビ
・
オ
ツ
オ
リ
さ
ん
（
山
梨
学
院

大
学
卒
・
重
川
材
木
店
陸
上
競
技
部
コ
ー
チ
・
写

真
○下
 

）
や
ジ
ェ
ー
ム
ス
・
ゲ
タ
ン
ダ
さ
ん
（
ケ
ニ

ア
出
身
・
重
川
材
木
店
陸
上
競
技
部
）
が
招
待
さ

れ
、
あ
い
に
く
の
雨
に
も
関
わ
ら
ず
、
県
内
外
か

ら
１，
５
３
９
人
の
選
手
が
参
加
し
、
湯
沢
の
温

泉
街
と
大
自
然
の
中
を
駆
け
抜
け
ま
し
た
。

主

な

内

主

な

内

容容

町制施行５０周年記念式典・湯沢町観光立町宣言・・・・・２
湯沢町長選挙の日程・・・・・・・・・・・・・・・・・３
湯沢町ファミリーサポートセンター（仮称）会員募集・・・４
町営住宅入居者募集・・・・・・・・・・・・・・・・・５
介護保険負担限度認定の申請手続きはお早めに・・・・６～７
高齢者インフルエンザ予防接種のお知らせ・・・・・・・８
開運！なんでも鑑定団・・・・・・・・・・・・・・・・９
日帰り観光モニターツアー＆交流会・・・・・・・・・・１０
受信環境クリーン月間・・・・・・・・・・・・・・・・１１
スナップ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１２
お知らせ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１３～１４



(2）広報ゆざわ　H１７．１０．９

昭
和　

年
３
月　

日
に
湯
沢
村
、
神
立
村
、
土
樽
村
、
三
俣
村
、
三
国

３０

３１

村
の
５
ヶ
村
が
合
併
し
、
湯
沢
町
が
発
足
し
て
、
今
年
で　

周
年
を
迎

５０

え
ま
し
た
。

こ
の
記
念
す
べ
き
年
を
祝
い
、　

月　

日（
日
）に
湯
沢
カ
ル
チ
ャ
ー

１０

１６

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
町
制
施
行　

周
年
記
念
式
典
を
行
い
ま
す
。

５０

当
日
は
、
記
念
式
典
と
と
も
に
、
多
年
に
わ
た
り
地
方
自
治
に
顕
著

な
功
績
を
収
め
ら
れ
た
方
に
対
し
て
表
彰
等
を
行
い
ま
す
。

招
待
者
の
ほ
か
、一
般
の
方
も
自
由
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

皆
さ
ん
で　

周
年
を
お
祝
い
し
ま
し
ょ
う
。

５０

ま
た
、
昨
年
の
中
越
大
震
災
で
延
期
と
な
っ
て
い
た
「
湯
沢
町
観
光

立
町
宣
言
」
も
、
記
念
式
典
の
後
行
い
ま
す
。

◇
日
時

　

月　

日
（
日
）　

午
前　

時
〜

１０

１６

１０

◇
会
場

湯
沢
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

 

◇
次
第

第
１
部
（
午
前　

時
〜
）

１０

町
制
施
行　

周
年
記
念
式
典

５０

１．
開
式

２．
式
辞

３．
湯
沢
町　

年
の
歩
み
と
経
過
報
告

５０

４．　

周
年
記
念
特
別
表
彰

５０

５．　

周
年
記
念
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者
表
彰

５０

６．
特
別
表
彰
者
代
表
謝
辞

７．
来
賓
祝
辞

８．
閉
式

第
２
部
（
午
前　

時
〜
）

１１

湯
沢
町
観
光
立
町
宣
言

１．
開
式

　
　
「
よ
さ
こ
い
神
楽
」

２．
湯
沢
町
の
観
光
の
現
状

３．
観
光
立
町
推
進
会
議
部
会
活
動
報
告

４．
観
光
立
町
宣
言

　
　
「
あ
り
が
と
う
湯
沢
の
日
」
制
定

５．
閉
式

◇
問
い
合
わ
せ

町
制
施
行　

周
年
記
念
式
典
に
つ
い
て

５０

　

総
務
課
企
画
振
興
係　

℡
７
８
４
・
３
４
５
１

湯
沢
町
観
光
立
町
宣
言
に
つ
い
て

　

産
業
観
光
課
商
工
観
光
係　

℡
７
８
４
・
４
８
５
０

町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町
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行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行

周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周
年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年
記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記
念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念
式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式
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湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯湯
沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢
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観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観
光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光
立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立
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言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言

こ
ら
っ
し
ゃ
い
湯
沢
収
穫
祭　

同
時
開
催
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新
潟
県
弁
護
士
会

巡
回
無
料
法
律
相
談
会

新
潟
県
弁
護
士
会
に
よ
る
巡
回
無
料
法
律
相
談
会

を
行
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

な
お
、
相
談
は
１
人　

分
程
度
で
、
お
受
け
で
き
る

３０

人
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
早
め
に
お
申
込
く
だ

さ
い
。

【
日
時
】

　

月　

日
（
木
）　

午
後
１
時
〜
４
時

１０

２０

【
会
場
】

湯
沢
町
役
場　

２
階
応
接
室

【
申
込
】

庶
務
係

２
０
０
６
年
版

県
民
手
帳
の
予
約
及
び
販
売
に
つ
い
て

２
０
０
５
年
版
ま
で
は
役
場
総
務
課
で
予
約
及
び

販
売
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
２
０
０
６
年
版
よ
り
湯

沢
町
の
書
店
に
て
取
扱
い
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
の
で
、
予
約
及
び
購
入
は
直
接
、
湯
沢
町

の
書
店
に
お
願
い
し
ま
す
。

【
価
格
】

１
冊
４
３
０
円
（
税
込
み
）

【
表
紙
の
色
】

黒
、
ブ
ル
ー

【
サ
イ
ズ
】

縦
１
３
７
㎜
×
横　

㎜
（
前
年
版
と
同
じ
）

８１

【
予
約
・
販
売
先
】

湯
沢
町
の
書
店
で
取
扱
い
し
て
い
ま
す
。

 

調
査
票
の
記
入
は
お
済
み
で
す
か
？

今
、
国
勢
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す

○
国
勢
調
査
は
、
日
本
に
住
ん
で
い
る
す
べ
て
の
人
が

対
象
で
あ
り
、
回
答
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

○
国
勢
調
査
員
を
は
じ
め
と
す
る
調
査
関
係
者
に
は
、

守
秘
義
務
が
あ
り
、
調
査
内
容
の
秘
密
は
保
護
さ
れ

ま
す
。

○
国
勢
調
査
の
結
果
は
、
少
子
高
齢
社
会
へ
の
取
組
や

皆
さ
ん
の
ま
ち
づ
く
り
に
い
か
さ
れ
ま
す
。

※
調
査
票
が
届
い
て
い
な
い
と
き
は
、
企
画
振
興
係
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

総
務
課
か
ら
の
お
知
ら
せ　

℡
７
８
４
・
３
４
５
１

湯
沢
町
長
選
挙
の
日
程

平
成　

年　

月
９
日
任
期
満
了
に
伴
う
湯
沢
町
長
選
挙

１７

１２

の
日
程
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

◆　

月　

日
（
火
）
告
示

１１

２２

◆　

月　

日
（
日
）
投
票

１１

２７

《
立
候
補
事
務
説
明
会
》

町
長
選
挙
の
立
候
補
事
務
説
明
会
を
行
い
ま
す
。

立
候
補
予
定
者
は
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】

　

月
８
日
（
火
）
午
前　

時
〜

１１

１０

【
会
場
】

湯
沢
町
役
場　

３
階　

大
会
議
室

【
問
い
合
わ
せ
】

湯
沢
町
選
挙
管
理
委
員
会
（
庶
務
係
）
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湯
沢
町
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）

会
員
募
集

湯
沢
町
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）
の
開
設
予
定
に
伴

い
、
次
の
よ
う
に
会
員
を
仮
募
集
し
ま
す
。

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
っ
て
な
ー
に
？

仕
事
や
急
な
用
事
、冠
婚
葬
祭
や
学
校
行
事
、保
育
園
へ
の
送
迎
等
、お

父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
の
困
っ
た
時
の
手
助
け
に
地
域
の
人
が
答
え
ま
す
。

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
は
子
ど
も
を「
預
け
た
い
人
」と「
預

か
る
人
」
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作
り
、
地
域
で
子
育
て
に
つ
い
て
助
け
合

う
会
員
組
織
で
す
。

◎
会
員
に
な
り
た
い
と
い
う
方
の
条
件

・
援
助
活
動
を
行
う
会
員
（
提
供
会
員
）

・
援
助
活
動
を
受
け
る
会
員
（
依
頼
会
員
）

・
提
供
会
員
と
依
頼
会
員
を
兼
ね
る
こ
と
が
で
き
る
（
両
方
会
員
）

・
依
頼
会
員
は
生
後
６
ヶ
月
か
ら
概

ね　

歳
の
ま
で
の
お
子
さ
ん
を
お

１２
持
ち
の
方

※
入
会
申
し
込
み
後
、
提
供
会
員
に
は

講
習
会
を
受
け
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※「
詳
し
い
こ
と
を
知
り
た
い
」「
会
員

に
な
り
た
い
」
と
い
う
方
は
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
、
ま
た
は
、
中
央
保

育
園
（
℡
７
８
４
・
２
０
７
１
）
ま

で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ　

℡
７
８
０
・
６
１
６
３

講
演
会
の
お
知
ら
せ

○
日
時

　

月　

日
（
木
）

１０

２７

午
前　

時
〜　

時　

分

１０

１１

３０

○
会
場

湯
沢
町
公
民
館

○
講
師

渡
辺　

進 
氏
（
新
潟
県
立
教
育
セ
ン
タ
ー
）

○
内
容

子
育
て
に
つ
い
て
（
予
定
）

○
対
象

０
歳
か
ら
５
歳
児
の
保
護
者
ま
た
は
そ
の
家
族

※
託
児
あ
り
。（
託
児
１
人
に
つ
き
２
０
０
円
い
た
だ
き
ま
す
。
オ
ム
ツ
、

着
替
え
、
ミ
ル
ク
な
ど
は
必
要
に
応
じ
て
持
っ
て
来
て
く
だ
さ
い
。
持

ち
物
に
は
す
べ
て
名
前
を
書
い
て
く
だ
さ
い
。）

○
申
込
・
問
い
合
わ
せ

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　　　湯沢町職員異動（平成１７年１０月１日付）　　　　　　　   　　　　　　　　                                    
＜係長級＞

旧　所　属新　所　属氏名
水道課　水道温泉係長水道課　水道温泉係長兼管理係長笛 田　 節 夫

平成１７年９月３０日付退職
旧　所　属氏名

水道課　管理係長林　 建 司

≪ファミリーサポートセンターのしくみ≫

� �������������������������������������
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【　

月
の
定
時
支
払
は　

日
】

１０

１３

６
月
か
ら
９
月
分
ま
で
の
児
童

手
当
を
、　

月　

日
（
木
）
に
振
込

１０

１３

み
ま
す
の
で
、
確
認
し
て
く
だ
さ

い
。

【
児
童
手
当
と
は
】

児
童
手
当
と
は
、
生
活
の
安
定

と
児
童
の
健
全
育
成
・
資
質
の
向

上
を
目
的
と
し
て
、
児
童
を
養
育

し
て
い
る
方
に
手
当
を
支
給
す
る

制
度
で
す
。

○
支
給
対
象

小
学
校
第
３
学
年
修
了
前
の
児

童
を
養
育
し
て
い
る
人
。（
た
だ
し
、

所
得
に
よ
る
制
限
が
あ
り
ま
す
。）

○
手
当
月
額

第
1
子 　

５，

０
０
０
円

第
2
子 　

５，

０
０
０
円

第
3
子
以
降  
１
０，
０
０
０
円

○
支
払
に
つ
い
て

申
請
さ
れ
た
翌
月
か
ら
、
支
給

事
由
が
消
滅
し
た
月
ま
で
支
給
さ

れ
ま
す
。
毎
年
２
・
６
・　

月
に
、

１０

そ
れ
ぞ
れ
の
前
月
分
ま
で
が
支
払

わ
れ
ま
す
。

○
申
請
に
必
要
な
も
の

印
鑑
、
申
請
者
の
口
座
が
分
か

る
通
帳
等
。（
公
務
員
の
方
は
勤
務

先
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。）

○
新
た
に
手
続
き
が
必
要
な
場
合

・
出
生
等
に
よ
っ
て
対
象
児
童
が

増
え
た
と
き
。

・
受
給
者
や
対
象
児
童
の
住
所
が

変
わ
る
と
き
。

・
離
婚
や
死
別
等
に
よ
り
対
象
児

童
を
養
育
し
な
く
な
っ
た
と
き
。

・
受
給
者
の
加
入
年
金
が
変
更
に

な
っ
た
と
き
。（
国
保
年
金
係
だ

け
で
な
く
、
必
ず
保
育
係
に
も

届
け
出
て
く
だ
さ
い
。）

【
届
出
・
問
い
合
わ
せ
】

住
民
課
保
育
係

◎入居資格
①現に同居し、又は同居しようとする親族がある方
②湯沢町に住所又は勤務先がある方
③年間収入が町で定める基準に該当する方
④現に住宅に困窮している方
◎家賃
収入額により決定します。
◎提出書類
町営住宅入居申込書（建設課にあります。）住民票、所得証明書、その他必要な書類
◎受付期間
１０月１１日（火）～２４日（月）　午前８時３０分～午後５時（ただし、土・日曜日は除く）
◎選考方法
入居資格審査後に選考審査を行い、必要に応じて抽選会を行います。

東山町営住宅原新田町営住宅住 宅 名
大字神立４１２４番地９大字神立１３３２番地３所 在 地

１戸（世帯用）
昭和６０年築
高床式ＲＣ３階建（２階部）

１戸（世帯用）
平成１３年築
高床式木造２階建

募 集 戸 数

床面積約６４㎡
和室６畳・６畳・４．５畳、ＤＫ７．５畳、
トイレ、浴室、サンルーム、バルコニー
地下（ピロティ）、物置

床面積約８０㎡
１階：和室６畳、台所６畳、トイレ、浴室
２階：和室８畳、洋室６畳、物干場
地下（ピロティ）

規 格 等

６０，０００円８０，０００円敷 金
１９，８００円～３２，８００円２７，０００円～４４，８００円家賃（月額）

※入居決定のあった日から、１０日以内に次の手続きを行ってもらいます。（手続きをしないときは入居決
定を取り消すことがあります。）
①町長が適当と認める連帯保証人の連署する請書を提出すること。
②納付期限までに敷金を納付すること。
③１０日以内に入居の手続きをすることができないときは、あらかじめ町長に届け出て指示を受けること。
【申込・問い合わせ】　建設課用地係

建
設
課
か
ら
の
お
知
ら
せ　

℡
７
８
４
・
４
８
５
２

町営住宅
入居者募集

住
民
課
か
ら
の
お
知
ら
せ　

℡
７
８
４
・
３
４
５
３
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児
童
手
当
に
つ
い
て



(6）広報ゆざわ　H１７．１０．９

①対象者および自己負担となる費用
自己負担となる費用対象者

食費・居住費

介護保険施設入所者（下記の３施設）
・特別養護老人ホーム
・介護老人保健施設
・介護療養型医療施設

食費・滞在費ショートステイの利用者
食費デイサービス、デイケアの利用者

②費用の内訳
食材料費＋調理費相当食費の範囲

多床室（相部屋）：光熱水費相当
居住費（滞在費）

の範囲
従来型個室：室料＋光熱水費相当
ユニット型準個室：室料＋光熱水費相当
ユニット型個室：室料＋光熱水費相当

③費用額のおおよその目安
食費、居住費（滞在費）の具体的な費用額は、各施設で設定されますが、基準となる平均的費用額を定
めており、その額はおおよそ次のとおりです。
【基準費用額】（１ヶ月を３０日で計算した場合）

１ヶ月当りの
食費

１ヶ月当たりの居住費（滞在費）

基準費用額

ユニット型
個室

ユニット型
準個室

従来型
個室

多床室

４２，０００円６０，０００円５０，０００円

５０，０００円
（特 別 養 護 老 人
ホームと短期入
所 生 活 介 護 は
３５，０００円）

１０，０００円

９
月　

日
の
広
報
ゆ
ざ
わ
で
、「
介
護
保
険
施

２５

設
の
食
費
・
居
住
費
の
利
用
者
負
担
が
変
わ
り
ま

す
」
の
中
で
、
世
帯
非
課
税
の
介
護
保
険
施
設
入

所
者
及
び
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
利
用
者
に
対
し
て
、

介
護
保
険
負
担
限
度
認
定
申
請
の
お
知
ら
せ
を

し
ま
し
た
が
、
ま
だ
こ
の
申
請
手
続
を
行
っ
て
い

な
い
方
は
、
早
め
に
介
護
保
険
負
担
限
度
認
定
申

請
書
を
福
祉
保
健
課
介
護
保
険
係
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

こ
の
申
請
は
、
施
設
利
用
者
の
所
得
に
応
じ
た

食
費
・
居
住
費
の
利
用
者
負
担
の
限
度
を
認
定
し
、

所
得
に
応
じ
た
利
用
者
費
用
負
担
の
軽
減
を
行

う
た
め
の
大
切
な
手
続
き
で
す
の
で
お
早
め
に

申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

介
護
保
険
負
担
認
定
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、
①

〜
⑥
の
と
お
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。
介
護
保
険
施

設
等
を
利
用
し
た
場
合
の
自
己
負
担
は
、
ど
の
く

ら
い
の
負
担
に
な
る
か
お
お
よ
そ
の
目
安
と
な

り
ま
す
の
で
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
に
よ
り

生
計
が
困
難
に
な
っ
て
し
ま
う
人
の
た
め
に
、
社

会
福
祉
法
人
等
に
よ
る
利
用
者
負
担
軽
減
制
度

も
あ
り
ま
す
。

こ
の
軽
減
制
度
の
詳
細
や
対
象
者
に
つ
い
て

は
、
⑦
社
会
福
祉
法
人
等
に
よ
る
利
用
者
負
担
の

軽
減
制
度
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

④軽減対象者
負担軽減の対象者は、利用者負担段階が次の「第１段階」～「第３段階」に該当する方です。

・老齢福祉年金受給者で世帯全員が市民税非課税の方
・生活保護受給者

利用者負担
第１段階

世帯全員が市民税非課税で、合計所得金額と課税年金収入額の合計が８０万円以下
利用者負担
第２段階

世帯全員が市民税非課税で、上記の「利用者負担第１段階および第２段階」以外の方
利用者負担
第３段階

※上記以外の方は、軽減の対象になりません。
※デイサービス、デイケアの食費は、軽減の対象にはなりません。

福
祉
保
健
課
か
ら
の
お
知
ら
せ　

℡
７
８
４
・
４
５
６
０

介
護
保
険
負
担
限
度
認
定
の

申
請
手
続
き
は
お
早
め
に
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⑤負担限度額（軽減対象者が負担する上限額）
利用者負担段階の「第１段階」～「第３段階」該当者については、負担限度額が設定され、負担限度額を超
えた分については軽減対象となり、補足給付（「特定入所者介護（支援）サービス費」）として介護保険で負担
します。（基準費用額＝負担限度額＋補足給付額）
負担限度額は、おおよそ次のとおりです。
【負担限度額】（１ヶ月を３０日で計算した場合）

１ヶ月当りの
おおよその
食費

１ヶ月当たりのおおよその居住費（滞在費）利用者負担
段階 ユニット型

個室
ユニット型
準個室

従来型
個室

多床室

１０,０００円２５,０００円１５,０００円

１５,０００円
（介護老人福祉施
設と短期入所生活
介護は１０,０００円）

０円
利用者負担
第１段階

１２,０００円２５,０００円１５,０００円

１５,０００円
（介護老人福祉施
設と短期入所生活
介護は１３,０００円）

１０,０００円
利用者負担
第２段階

２０,０００円５０,０００円４０,０００円

４０,０００円
（介護老人福祉施
設と短期入所生活
介護は２５,０００円）

１０,０００円
利用者負担
第３段階

（計算例）利用者負担第２段階・ユニット型個室入所者の場合
・居住費　６０,０００円（基準費用額）＝２５,０００円（負担限度額）＋３５,０００円（補足給付額）
・食　費　４２,０００円（基準費用額）＝１２,０００円（負担限度額）＋３０,０００円（補足給付額）
○注 介護保険施設を利用する場合は、食費・居住費（滞在費）の負担と併せて、別途介護保険サービスの１割負
担が必要となります。

⑥
申
請
の
手
続
き

施
設
入
所
者
及
び
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
利
用

者
で
軽
減
の
対
象
と
思
わ
れ
る
方
は
、介
護
保

険
負
担
限
度
額
認
定
申
請
書
を
提
出
し
、「
介

護
保
険
負
担
限
度
額
認
定
証
」の
交
付
を
受
け

て
く
だ
さ
い
。
申
請
書
は
、
福
祉
保
健
課
介
護

保
険
係
に
あ
り
ま
す
。

な
お
、現
在
、「
介
護
保
険
標
準
負
担
額
減
額

認
定
証
」の
交
付
を
受
け
て
い
る
方
に
つ
い
て

は
、申
請
に
よ
り
軽
減
さ
れ
ま
す
。ま
た
、町
内

及
び
南
魚
沼
地
域
内
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
や
介
護
老
人
保
健
施
設
を
利
用
の
方
は
、施

設
か
ら
申
請
書
が
提
出
さ
れ
る
予
定
で
す
の

で
、
申
請
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

⑦
社
会
福
祉
法
人
等
に
よ
る
利
用
者
負
担
の

軽
減
制
度

社
会
福
祉
法
人
等
の
介
護
施
設
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
し
て
い
る
方（
利
用
し
よ
う
と
思
っ
て

い
る
方
）
で
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と

に
よ
り
生
計
が
困
難
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と

で
、介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
を
控
え
て
い
る
方

の
た
め
に
、社
会
福
祉
法
人
等
に
よ
る
利
用
者

負
担
軽
減
制
度
が
あ
り
ま
す
。

○ア
 

の
条
件
に
該
当
す
る
生
計
が
困
難
な
方

は
、介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る
施
設
等

（
利
用
し
よ
う
と
思
う
施
設
等
）と
よ
く
相
談
を

し
て
、○イ
 

の
社
会
福
祉
法
人
等
利
用
者
負
担
軽

減
対
象
確
認
申
請
書
等
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。軽

減
の
対
象
と
な
る
費
用
は
、介
護
保
険
法

に
基
づ
く
訪
問
介
護
、
通
所
介
護
、
短
期
入
所

生
活
介
護
及
び
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
お

け
る
施
設
サ
ー
ビ
ス
等
の
利
用
者
負
担
額
並

び
に
食
費
及
び
居
住
費
の
利
用
者
負
担
額
の

４
分
の
１
を
軽
減
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
が
、老
齢
福
祉
年
金
の
受
給
者
は
２
分
の
１

と
な
っ
て
い
ま
す
。

○ア
 

対
象
者
（
全
て
該
当
す
る
方
）

・
町
民
税
が
世
帯
全
員
非
課
税
で
、そ
の
者
の

収
入
や
世
帯
の
状
況
を
勘
案
し
生
計
が
困

難
と
認
め
ら
れ
る
者
。

・
世
帯
の
年
間
収
入
が
１
世
帯
で
１
５
０
万

円
、１
人
増
え
る
ご
と
に　

万
円
加
算
し
た

５０

額
以
下
。

・
預
貯
金
等
の
合
計
が
１
世
帯
で
３
５
０
万

円
、１
人
増
え
る
ご
と
に
１
０
０
万
円
を
加

算
し
た
額
以
下
。

・
世
帯
が
そ
の
居
住
の
用
に
供
す
る
家
屋
そ

の
他
日
常
生
活
の
た
め
に
必
要
な
資
産
以

外
に
利
用
し
う
る
資
産
が
な
い
。

・
負
担
能
力
の
あ
る
親
族
等
に
扶
養
さ
れ
て

い
な
い
。

・
介
護
保
険
料
を
滞
納
し
て
い
な
い
。

○イ
 

申
請
手
続
（
申
請
書
類
提
出
）

・
社
会
福
祉
法
人
等
利
用
者
負
担
軽
減
対
象

確
認
申
請
書

・
収
入
、資
産
状
況
等
の
調
査
に
関
す
る
同
意

書
・
社
会
福
祉
法
人
等
利
用
者
負
担
軽
減
対
象

確
認
に
係
る
申
告
書

《
申
告
書
添
付
書
類
》

○
収
入
の
確
認
が
で
き
る
書
類

各
種
年
金
、手
当
、保
険
等
の
支
払
通
知
、給

与
支
給
証
明
書
、
確
定
申
告
書
控

○
預
貯
金
の
額
が
確
認
で
き
る
書
類

預
貯
金
通
帳
・
証
書
類
（
写
し
可
）

○
扶
養
の
状
況
が
確
認
で
き
る
書
類

医
療
保
険
証
（
写
し
可
）

☆
申
請
書
等
の
提
出
・
問
い
合
わ
せ

福
祉
保
健
課
介
護
保
険
係

（
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）



町
で
は
、
満　

歳
以
上
の
方
を

６５

対
象
に
、
次
の
と
お
り
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
予
防
接
種
を
実
施
し
ま
す
。

対
象
者
に
は
「
平
成　

年
度
イ

１７

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
予
診
票

兼
接
種
券
」を
送
付
し
ま
す
。説
明

文
を
よ
く
読
み
、
理
解
さ
れ
た
上

で
接
種
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
接
種
を
受
け
る
こ
と
へ

の
義
務
は
な
く
、
あ
く
ま
で
希
望

さ
れ
る
方
に
接
種
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

◎
接
種
期
間

平
成　

年　

月
１
日
〜

１７

１０平
成　

年
３
月　

日

18

３１

◎
自
己
負
担
金

１，

０
５
０
円

◎
接
種
方
法

１
回
の
み
接
種

※
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

予
診
票
兼
接
種
券
」は「
医
療
給

付
券
」で
あ
り
、誤
っ
て
２
回
以

上
の
接
種
を
し
な
い
た
め
に
、

紛
失
さ
れ
て
も
再
発
行
は
し
ま

せ
ん
。

保
健
医
療
セ
ン
タ
ー
で
は
…

○
期
間

　

月　

日
（
月
）
〜　

月　

日

１０

２４

１２

１４

（
水
）
の
月
・
水
・
土
曜
日

○
時
間

月
・
水
曜
日

　

午
後
３
時　

分
〜
４
時　

分

３０

３０

土
曜
日

　

午
前　

時
〜　

時　

分

１１

１１

３０

※
た
だ
し
、　

月　

日（
土
）、　

月

１１

１９

１１

　

日
（
水
）
は
除
き
ま
す
。

２３

満　

歳
未
満
の
接
種
希
望
の
方

６５

も
保
健
医
療
セ
ン
タ
ー
（
上
記
接

種
日
時
）
で
自
費
に
よ
り
任
意
接

種
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
ま

た
は
保
健
医
療
セ
ン
タ
ー
（
℡
７

８
０
・
６
５
４
３
）に
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

 

(8）広報ゆざわ　H１７．１０．９

　インフルエンザ　ひとくちメモ　
インフルエンザの季節になりました。例年、冬場
１月から３月頃にかけて流行しています。
特に高齢者や乳幼児は重症化すると後遺症を残
すなど重篤な病気です。
予防接種は、予防効果が証明されていてます。
予防効果が得られるまでに２週間程度の期間がか
かりますので、流行期の前の体調の良い時期に予防
接種を受けましょう。かかりつけ医師がいる方は、
医師と相談しながら受けてください。
あわせて日ごろの体力づくりが大切です。十分な
栄養・休養・運動に心がけ、外出後や食前などは石
けんを使った手洗いやうがいを行ってください。
また、３９度以上の急激な発熱や全身の関節痛など
症状がでたら早めの受診が大切です。

�

�

�

�

����������������������

����������������������
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�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の
お
知
ら
せ

保
健
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ　

℡
７
８
４
・
３
１
４
９

水
道
課
か
ら
の
お
知
ら
せ　

℡
７
８
４
・
４
８
５
３

水
道
メ
ー
タ
ー
交
換
の
お
知
ら
せ

水
道
メ
ー
タ
ー
の
検
査
満
了
期
間
は
、
計
量

法
で
８
年
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

本
年
度
検
査
満
了
を
迎
え
る
水
道
メ
ー
タ
ー

約
３
８
０
個（
マ
ン
シ
ョ
ン
は
除
く
）に
つ
い
て

は
、　

月
下
旬
か
ら
指
定
業
者（
湯
沢
町
指
定
給

１０

水
装
置
工
事
事
業
者
）が
伺
い
、順
次
交
換
し
ま

す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

水
道
課
管
理
係

学
校
教
育
課
か
ら
の
お
知
ら
せ　

℡
７
８
４
・
２
２
１
１

平
成　

年
度
就
学
予
定
児
童
の
健
康
診
断
に
つ
い
て

１８

平
成　

年
４
月
に
小
学
校
へ
入
学
予
定
と
な
る
児
童
の
健
康
診
断
を

１８

行
い
ま
す
。
該
当
児
童
の
保
護
者
に
は
、
個
別
に
通
知
を
郵
送
し
て
あ
り

ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
な
お
、
小
学
校
入
学
ま
で
に
住
所
の
異
動

な
ど
が
あ
る
場
合
に
は
、
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

【
日
時
】

　

月　

日
（
水
）　

受
付
・
午
後
１
時
〜

１０

１９

【
会
場
】

湯
沢
小
学
校

【
検
査
内
容
】

健
康
診
断
（
内
科
、
歯
科
、
外
科
）、
視
力
・
聴
力
検
査
、
知
能
検
査

※
保
護
者
の
方
は
、
お
子
さ
ん
の
検
査
が
終
了
す
る
ま
で
待
機
し
て
い
た

だ
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。
待
ち
時
間
に
小
学
校
長
の
講
話
の
ほ
か
、
保

健
師
に
よ
る
予
防
接
種
の
説
明
が
あ
り
ま
す
の
で
、
参
考
に
母
子
手
帳

を
持
っ
て
来
て
く
だ
さ
い
。



(9)

町
で
は
、
町
制　

周
年
記
念
事

５０

業
と
し
て
、
テ
レ
ビ
番
組
で
お
な

じ
み
の
「
開
運
！
な
ん
で
も
鑑
定

団
」
の
出
張
鑑
定
を
行
う
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

◇
あ
な
た
の
お
宝
大
募
集
！

鑑
定
品
を
募
集
し
ま
す
。

美
術
品
か
ら
お
菓
子
の
オ
マ
ケ

ま
で
、時
代
・
分
野
を
問
い
ま
せ
ん
。

《
収
録
日
時
》

　

月　

日
（
日
）

１２

１１

　

正
午
・
開
場

　

午
後
１
時
〜
３
時
（
予
定
）

《
場
所
》

湯
沢
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

《
応
募
方
法
》

鑑
定
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
お
宝
の
写
真
を
３
枚
以

上
を
添
付
し
て
、
郵
送
し
て
く
だ

さ
い
。
鑑
定
申
込
書
は
産
業 
観
光

課
に
あ
り
ま
す
。

収
録
日
に
会
場
に
来
る
こ
と
が

で
き
る
方
に
限
り
ま
す
。

《
郵
送
先
》

〒
９
４
９
‐
６
１
９
２

湯
沢
町
産
業
観
光
課

「
鑑
定
団
お
宝
」
係

《
応
募
締
切
》

　

月　

日
（
月
）
必
着

１０

３１

◇
観
覧
募
集
！

《
開
催
日
時
》

　

月　

日
（
日
）

１２

１１

　

正
午
・
開
場

　

午
後
１
時
〜
３
時
（
予
定
）

《
場
所
》

湯
沢
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

《
応
募
方
法
》

往
復
は
が
き
に
次
の
事
項
を
明

記
の
上
、
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

往
信
お
も
て

〒
９
４
９
‐
６
１
９
２

湯
沢
町
産
業
観
光
課

「
鑑
定
団
観
覧
」
係

往
診
う
ら

「
出
張
鑑
定
団
観
覧
希
望
」
と
明

記
の
上
、
ご
自
分
の
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号

返
信
お
も
て

ご
自
分
の
郵
便
番
号
・
住
所
・

氏
名返

信
う
ら

何
も
書
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。

※
は
が
き
１
枚
に
つ
き
１
人
の
み

で
お
願
い
し
ま
す
。

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
し

ま
す
。

《
応
募
締
切
》

　

月　

日
（
火
）
消
印
有
効

１１

１５

《
当
選
通
知
》

　

月　

日
頃

１１

２５

★
問
い
合
わ
せ

産
業
観
光
課
商
工
観
光
係

 

町
共
同
浴
場
か
ら
お
願
い

①
会
員
証
の
提
示
に
つ
い
て

　

月
１
日
か
ら
町
共
同
浴
場
の
会
員
料
金
及
び
会
員
証
が
変
わ
り
ま

１０
し
た
。
新
し
い
会
員
証
や
年
間
券
に
は
有
効
期
限
が
記
入
さ
れ
て
い
ま
す
。

必
ず
会
員
証
を
管
理
人
に
提
示
し
て
か
ら
お
入
り
く
だ
さ
い
。

②　

回
券
に
つ
い
て

１０
　

回
券
は
、従
来
ど
お
り
各
浴
場
で
販
売
し
ま
す
。
な
お
、今
ま
で
使
わ

１０
れ
て
き
た　

回
券
は
、　

月
以
降
も
差
額
を
精
算
し
て
利
用
で
き
ま
す
。

１０

１０

③
年
間
券
に
つ
い
て

年
間
券
の
発
行
は
、
湯
沢
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
の
み
で
す
。
た
だ
し
、

新
会
員
証
と
セ
ッ
ト
で
利
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
新
会
員
証
へ
更
新
し

て
か
ら
購
入
し
て
く
だ
さ
い
。

④
会
員
証
の
更
新
に
つ
い
て

古
い
会
員
証
を
お
持
ち
の
方
は
、
平
成　

年
９
月　

日
ま
で
に
新
会
員

１８

３０

証
へ
更
新
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ

（
財
）
湯
沢
町
都
市
施
設
公
社
（
湯
沢
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
内
）

受
付
時
間
・
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（　

月　

日
〜
１
月
３
日
は
除

１２

２９

く
。）

体
験
工
房
「
大
源
太
」
で
み
そ
作
り
を
し
て
み
ま
せ
ん
か

【
期
日
】

平
成　

年
４
月

１８

【
料
金
】

最
少
量　

㎏
で
、
１
２，
５
０
０
円
位

４０

【
会
場
】

体
験
工
房
「
大
源
太
」

※
準
備
の
都
合
上
、　

月　

日
（
月
）
ま
で
に
関
心
の
あ
る
方
は
、
ご
連
絡

１０

３１

く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

湯
沢
町
都
市
施
設
公
社
か
ら
の
お
知
ら
せ　

℡
７
８
４
・
１
５
１
１

（財）体
験
工
房
「
大
源
太
」
か
ら
の
お
知
ら
せ　

℡
７
８
７
・
１
１
２
１

産
業
観
光
課
か
ら
の
お
知
ら
せ　

℡
７
８
４
・
４
８
５
０

町
制　

周
年
記
念

５０開
運
！
な
ん
で
も
鑑
定
団

出
張
鑑
定
大
会 　
 
越
後
湯
沢

ｉｎ

あああああああああああああああああああああ
ななななななななななななななななななななな
たたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた
ののののののののののののののののののののの
おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお
宝宝宝宝宝宝宝宝宝宝宝宝宝宝宝宝宝宝宝宝宝
大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大
募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募
集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集

あ
な
た
の
お
宝
大
募
集
！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！

観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観
覧覧覧覧覧覧覧覧覧覧覧覧覧覧覧覧覧覧覧覧覧
募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募
集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集
！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！

観
覧
募
集
！　
　
　
　
　



国
際
大
学
か
ら
、
世
界
各
国
の

留
学
生
を
招
い
て
観
光
ス
ポ
ッ
ト

を
ご
案
内
し
、そ
の
後
、交
流
会
を

開
催
し
ま
す
。
毎
年
好
評
を
頂
い

て
い
る
外
国
の
方
と
の
異
文
化
交

流
会
で
す
。

英
語
で
観
光
の
ガ
イ
ド
を
し
て

い
た
だ
け
け
る
方
、
英
語
は
自
信

が
な
い
け
れ
ど
一
緒
に
外
国
の
方

と
観
光
ス
ポ
ッ
ト
巡
り
を
通
し
て

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
っ
て

み
た
い
方
な
ど
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
交
流
会
か
ら
の
参
加
も
可
能

で
す
。

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

○
期
日

　

月　

日
（
日
）

１０

２３

○
時
間

【
第
１
部
】

日
帰
り
観
光
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー

午
前　

時　

分
〜
午
後
３
時　

１１

２０

３０

分
（
予
定
）

【
第
２
部
】

異
文
化
交
流
会

午
後
３
時　

分
〜
５
時　

分

３０

４５（
予
定
）

○
集
合
場
所

【
第
１
部
】

湯
沢
温
泉
ロ
ー
プ
ウ
ェ
ー
山
麓

出
札
口

【
第
2
部
】

湯
沢
高
原
ビ
ー
ル

○
行
程

湯
沢
高
原
ア
ル
プ
の
里
「
レ
ス

ト
ラ
ン
ア
ル
ピ
ナ
」
に
て
留
学
生

と
一
緒
に
昼
食

�
ア
ル
プ
の
里
「
紅
葉
ま
つ
り
」

�
足
湯
「
か
ん
な
っ
く
り
」

�
歴
史
民
俗
資
料
館
「
雪
国
館
」

�
雪
国
の
宿
高
半「
か
す
み
の
間
」

○
参
加
費

【
第
１
部
】

１，

０
０
０
円

（
昼
食
代
、
ロ
ー
プ
ウ
ェ
ー
往
復

乗
車
券
、「
雪
国
館
」・「
か
す
み
の

間
」
入
館
料
含
む
）

【
第
２
部
】

５
０
０
円

（
ド
リ
ン
ク
、デ
ザ
ー
ト
代
含
む
）

○
参
加
資
格

湯
沢
町
内
在
住
ま
た
は
勤
務
し

て
い
る
方
（
中
学
生
以
上
）

○
主
催

湯
沢
町
観
光
協
会

○
申
込
締
切

　

月　

日
（
月
）

１０

１７

○
問
い
合
わ
せ

湯
沢
町
観
光
協
会
事
務
局

℡
７
８
５
・
５
５
０
５

�
７
８
５
・
５
３
３
３

※
詳
細
・
申
込
書
は
、本
日
の
新
聞

折
込
チ
ラ
シ（
兼
申
込
書
）を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

 

地
域
づ
く
り
や
商
品
開
発
に
つ

い
て
実
践
的
な
手
法
を
学
び
、
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
り
ま
す
。
対
象

地
域
は
魚
沼
市
、
南
魚
沼
市
及
び

南
魚
沼
郡
、
十
日
町
市
及
び
中
魚

沼
郡
で
す
。

地
域
活
性
化
に
取
り
組
む
人
達

と
の
情
報
交
換
の
場
と
し
て
も
活

用
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

○
募
集
対
象

観
光
・
体
験
交
流
に
よ
る
地
域

活
性
化
に
取
り
組
ん
で
い
て
、
今

後
も
地
域
の
核
と
し
て
活
躍
が
期

待
さ
れ
る
人
、
ま
た
は
そ
の
意
欲

の
あ
る
人

○
募
集
人
員

南
魚
沼
地
域
振
興
局
の
管
内
で

　

人（
魚
沼
地
域
振
興
局　

人
、十

１０

１０

日
町
地
域
振
興
局　

人
、
全
体
で

１０

　

人
）

３０○
研
修
の
日
程

《
開
催
日
・
集
合
場
所
・
テ
ー
マ
》

１
日
目

　

月
９
日
（
水
）

１１魚
沼
市

「
み
ん
な
で
地
域
の
宝
を
活
か
し

て
起
業
し
よ
う
」

２
日
目

　

月　

日
（
木
）

１１

１７

十
日
町
市

「
先
進
地
に
学
ぼ
う
」

３
日
目

　

月
６
日
（
火
）

１２南
魚
沼
市

「
魅
力
あ
ふ
れ
る
メ
ニ
ュ
ー
づ
く

り
」

※
時
間
は
、
各
回
午
前
９
時　

分
３０

〜
午
後
５
時
ま
で
の
予
定
で
す
。

※
２
日
目
は
、上
越
市（
旧
東
頸
城

郡
）
の
先
進
的
な
取
り
組
み
を

見
学
し
ま
す
。

※
３
日
間
、
す
べ
て
参
加
す
る
こ

と
が
原
則
で
す
。

○
参
加
費

資
料
代　

３，

０
０
０
円

○
申
込
締
切

　

月　

日
（
水
）

１０

２６

○
申
込
・
問
い
合
わ
せ

南
魚
沼
地
域
振
興
局
企
画
振
興

部
地
域
振
興
課

℡
７
７
２
・
２
７
９
３

�
７
７
２
・
２
６
１
１ 
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観
光
・
体
験
交
流
に
よ
る

地
域
活
性
化
リ
ー
ダ
ー
交
流
研
修

平
成　

年
度
新
潟
県
外
国
人
観
光
客
受
入
体
制
整
備
モ
デ
ル
事
業

１７

「
み
ん
な
で
ウ
エ
ル
カ
ム
！
よ
う
こ
そ
Y
U
Z
A
W
A
へ
！
」

第
３
弾　

日
帰
り
観
光
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
＆
交
流
会

参
加
者
募
集

� �������������������������������������
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知っていますか？  建退共制度
この制度は、現場で働く方々のために、｢中小企業退職金共
済法｣という法律により国が作った退職金制度です。
事業主の方々は、現場で働く労働者の共済手帳に働いた日
数に応じて掛金となる共済証紙を貼り、その労働者が建設業
界で働くことをやめたときに建退共から退職金を支払うと
いう、いわば業界全体での退職金制度です。
加入できる事業主：建設業を営む方
対象となる労働者：建設業の現場で働く人
掛金：日額３１０円
★特長
◎国の制度なので安全、確実、申し込み手続きは簡単です。
◎経営事項審査で加点評価の対象となります。
◎掛金の一部を国が助成します。
◎掛金は事業主負担となりますが、法人は損金、個人では必
要経費として扱われ、税法上全額非課税となります。
◎事業主が変わっても退職金は企業間を通算して計算され
ます。
ホームページ「ようこそ建退共ヘ」で、退職金の試算、パン

フレット請求等、建退共制度の知りたい情報が記載されてい
ます。ぜひ、アクセスしてご覧ください。
●詳しくは・・・建退共新潟県支部　℡０２５－２８５－７１１７
　　　　　　　建退共本部ホームページ

http://www.kentaikyo.taisyokukin.go.jp/

９月の建設工事等入札結果（落札額２５０万円以上）
請負業者契約金額（円）工事名等番号

㈱山井建設２９，１３７，５００上水道西田地区送水管布設替他工事水第６号

㈱林組１８，４８０，０００湯沢中央公園施設整備工事都公第１号

㈱中央設計技術研究所新潟事務所３，２５５，０００湯沢町水道施設震災対策基本計画策定業務委託水委第９号

㈱岸本電気１９，９５０，０００役場庁舎非常用電源装置設置工事管第６号

㈲東建興６，８２５，０００土樽自然公園整備工事建第４号

受
信
環
境
ク
リ
ー
ン
月
間

放
送
受
信
障
害
に
対
す
る

信
越
総
合
通
信
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

月
は
「
受
信
環
境
ク
リ
ー
ン
月
間
」
で
す
。

１０こ
の
月
間
は
、
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
の
受
信
障
害
の
防
止
対
策
を
推
進

し
、
か
つ
、
受
信
障
害
の
防
止
に
関
す
る
知
識
の
普
及
徹
底
を
図
る
も

の
で
す
。

放
送
電
波
の
受
信
障
害
は
、
家
庭
用
・
工
業
用
電
気
製
品
か
ら
発
生

す
る
電
気
雑
音
、
テ
レ
ビ
受
信
用
ブ
ー
ス
タ
ー
の
異
常
発
振
、
不
法
無

線
局
等
に
よ
っ
て
良
好
な
放
送
の
受
信
が
で
き
な
く
な
る
も
の
で
す
。

特
に
、「
不
法
無
線
局
」か
ら
発
射
さ
れ
る
強
力
な
電
波（
不
法
電
波
）

に
よ
り
、
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
、
な
ど
が
妨
害
を
受
け
る
ケ
ー
ス
が
多
く
、

電
波
利
用
環
境
の
悪
化
が
懸
念
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

テ
レ
ビ
が
き
れ
い
に
映
ら
な
い
、
ラ
ジ
オ
に
雑
音
が
入
る
と
い
っ
た

電
波
に
関
す
る
ご
相
談
は
、
信
越
総
合
通
信
局
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

■
不
法
無
線
局
が
原
因
の
受
信
障
害
に
関
す
る
も
の

監
視
調
査
課

℡
０
２
６
・
２
３
４
・
９
９
７
６

■
上
記
以
外
が
原
因
の
受
信
障
害
に
関
す
る
も
の

受
信
障
害
対
策
官

℡
０
２
６
・
２
３
４
・
９
９
９
１

■
そ
の
他
行
政
相
談
に
関
す
る
も
の

調
査
官

℡
０
２
６
・
２
３
４
・
９
９
６
１

ＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡ講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会 ～湯沢町ＰＴＡ研究集会～

１０月１２日（水）に開催される「湯沢町ＰＴＡ研究集会」
の中での講演会です。
今、子どもたちは、学級内でのいじめなどにより、多
くの悩みを抱えています。今回の講演会では、子どもた
ちの心の様子や友だち同士のかかわり方について医学
的・心理学的見地からをお話していただきます。大変わ
かりやすく、有意義な講演ですので、ぜひおいでくださ
い。入場は無料です。
【演題】
子どもの心と人とのかかわり
【講師】
七里　佳代 氏
（新潟大学保健管理センター医師・臨床心理士）
【日時】
１０月１２日（水） 午後３時～４時２０分
【会場】
湯沢カルチャーセンター
【主催】
湯沢町ＰＴＡ連絡協議会
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スナップ

敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬敬老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老敬老会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会

スナップ

交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指導導導導導導導導導導導導導導導導導導導導導指導所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所
開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設

９
月　

日
（
水
）、
秋
の
全

２１

国
交
通
安
全
運
動
に
併
せ
、

浅
貝
町
内
の
国
道　

号
線

１７

沿
い
に
お
い
て
、「
交
通
指

導
所
」
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

南
魚
沼
警
察
、
交
通
関
係

団
体
な
ど
が
参
加
し
て
、
警

察
官
が
誘
導
し
て
停
止
し

た
車
の
ド
ラ
イ
バ
ー
に
「
安

全
運
転
を
お
願
い
し
ま

す
。」
な
ど
と
交
通
安
全
を

呼
び
か
け
、
用
意
さ
れ
た
啓

発
品
を
手
渡
し
て
い
ま
し

た
。浅

貝
保
育
園
の
子
ど
も

た
ち
も
、「
こ
・
う
・
つ
・

う
・
あ
・
ん
・
ぜ
・
ん
」
の

紙
を
つ
け
て
、
交
通
安
全
を

沿
道
か
ら
呼
び
か
け
て
い

ま
し
た
（
写
真
○下
 

）。

９
月　

日
（
金
）、
湯
沢
町
の
元

１６

気
な
高
齢
者
が
集
ま
り
、
湯
沢
カ

ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
で
「
敬
老

会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

歳
以
上
の
方
に
は
、
記
念
品

８８
等
が
贈
ら
れ
、
湯
沢
保
育
園
の
園

児
な
ど
の
踊
り
（
写
真
○下
 

）
や
歌

が
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。



(13)

土
地
取
引
の
届
出

一
定
面
積
以
上
の
土
地
取
引
に

は
届
出
が
必
要
で
す
。

国
土
利
用
計
画
法
で
は
、
国
土

の
適
正
か
つ
合
理
的
な
土
地
利
用

の
確
保
を
図
る
た
め
、
法
定
面
積

以
上
の
土
地
取
引
を
行
っ
た
場
合
、

契
約
締
結
日（
予
約
を
含
む
）か
ら

２
週
間
以
内
に
、
土
地
の
所
在
す

る
市
町
村
を
経
由
し
て
都
道
府
県

知
事
に
届
出
を
す
る
こ
と
を
義
務

付
け
て
い
ま
す
。

【
届
出
者
】

土
地
の
権
利
取
得
者
（
売
買
で

あ
れ
ば
買
主
）

【
届
出
時
期
】

契
約
締
結
日（
予
約
を
含
む
）か

ら
２
週
間
以
内
（
契
約
締
結
日
を

含
む
）

【
届
出
場
所
】

湯
沢
町
に
土
地
が
所
在
す
る
場

合
は
、役
場
企
画
振
興
係（
℡
７
８

４
・
３
４
５
１
）

【
届
出
事
項
】

①
土
地
売
買
等
の
当
事
者
の
住

所
・
氏
名
等

②
土
地
の
所
在
及
び
面
積

③
土
地
に
関
す
る
権
利
の
種
別
及

び
内
容

④
取
得
後
の
土
地
の
利
用
目
的

⑤
土
地
に
関
す
る
権
利
の
対
価
な

ど
【
提
出
書
類
】

①
届
出
書

②
土
地
取
引
に
関
わ
る
契
約
書
の

写
し
又
は
こ
れ
に
代
わ
る
そ
の

他
の
書
類

③
土
地
の
位
置
を
明
ら
か
に
し
た

縮
尺
５
万
分
の
１
以
上
の
地
形

図
④
土
地
及
び
そ
の
付
近
の
状
況
を

明
ら
か
に
し
た
縮
尺
５，

０
０

０
分
の
１
以
上
の
図
面

⑤
土
地
の
形
状
を
明
ら
か
に
し
た

図
面

⑥
そ
の
他
（
必
要
に
応
じ
て
委
任

状
等
）

【
法
定
面
積
】

①
市
街
化
区
域

…
２，

０
０
０
㎡
以
上

②
市
街
化
区
域
を
除
く
都
市
計
画

区
域

…
５，

０
０
０
㎡
以
上

③
都
市
計
画
区
域
以
外
の
区
域

…
１
０，

０
０
０
㎡
以
上

・
個
々
の
取
引
面
積
は
小
さ
く
て

も
、
土
地
の
総
面
積
が
上
記
の

面
積
以
上
に
な
る
場
合
に
は
、

届
出
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

・
土
地
に
か
か
る
契
約（
予
約
）を

し
た
日
か
ら
２
週
間
以
内
に
届

出
を
し
な
か
っ
た
り
、
偽
り
の

届
出
を
す
る
と
、
法
律
に
よ
り

罰
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

新
潟
県
地
価
調
査
結
果

平
成　

年
度
の
地
価
調
査
結
果

１７

を
９
月　

日（
水
）に
公
表
し
ま
し

２１

た
。地
価
調
査
で
は
、県
内
６
４
５

地
点
の
基
準
地
の
標
準
価
格
を
公

表
し
ま
す
が
、こ
の
価
格
は
、土
地

取
引
の
目
安
と
さ
れ
た
り
、
公
共

事
業
に
お
け
る
土
地
の
取
得
価
格

決
定
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
な
る
も
の

で
す
。

公
表
結
果
は
、県
庁
、市
町
村
の

窓
口
の
ほ
か
、
新
潟
県
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.pref.niigat

a.jp/

）で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
ま

た
、
国
土
交
通
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://tochi.m
lit.go.jp/

）
で
は
、

全
国
の
地
価
調
査
結
果
を
ご
覧
い

た
だ
く
こ
と
が
可
能
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ

県
庁
土
木
部
用
地
・
土
地
利
用

課
土
地
利
用
対
策
係

℡
０
２
５
・
２
８
０
・
５
３
９
６ 

買い物袋を持参し、簡易包装の商品を選びましょう
環境対策に熱心な店で買いましょう

毎月５日は「ノー・レジ袋デー」
毎年１０月は「マイバック・キャンペーン月間」
毎年１２月は「簡易包装推進月間」

家庭から出される一般ごみの容積の６割が、レジ
袋やトレイなどの包装容器のごみで、大きな問題と
なっています。
出たごみを再資源化する「リサイクル」も進んでい

ますが、その手間や費用を負担するのは各市町村。つ
なり、私たちの税金がたくさん使われています。です
から、「リサイクル」の前に、ごみを発生させない「リ
デュース」や繰り返し使う「リユース」が大事です。
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月
は
「
土
地
月
間
」
で
す 

１０土
地
月
間
標
語
『
土
地
と
と
も
に
豊
か
な
社
会
』



普
通
救
命
講
習
の
ご
案
内

魚
沼
消
防
本
部
で
は
、「
Ａ
Ｅ

Ｄ
」
と
呼
ば
れ
る
心
臓
に
電
気

シ
ョ
ッ
ク
を
行
う
器
械
の
取
扱
い

と
、
い
ざ
と
い
う
と
き
の
応
急
手

当
や
心
肺
蘇
生
法
を
学
ぶ
講
習
会

を
開
催
し
ま
す
。

【
日
時
】

　

月　

日
（
土
）

１０

２２

午
後
１
時　

分
〜
４
時　

分

３０

３０

【
会
場
】

魚
沼
消
防
本
部
３
階

【
定
員
】

　

人
３０

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
】

魚
沼
消
防
本
部
救
急
係

℡
７
８
２
・
９
１
１
９

調
停
相
談
会

【
日
時
】

　

月　

日
（
水
）

１０

２６

午
前　

時
〜
午
後
３
時

１０

【
会
場
】

な
が
お
か
市
民
セ
ン
タ
ー

（
長
岡
市
大
手
通
２
丁
目
２
番
地

６
）

【
相
談
内
容
】

交
通
事
故
、
金
銭
、
土
地
建
物
、

公
害
、
家
庭
の
問
題

【
相
談
担
当
者
】

新
潟
地
方
裁
判
所
・
新
潟
家
庭

裁
判
所
所
属
調
停
委
員

【
主
催
】

日
本
調
停
協
会
連
合
会

新
潟
県
調
停
協
会
連
合
会

長
岡
地
区
調
停
協
会

【
問
い
合
わ
せ
】

長
岡
地
区
調
停
協
会

（
長
岡
裁
判
所
内
）

℡
０
２
５
８
・
３
５
・
２
１
４
１

上
越
線　

六
日
町
〜
小
出
間

バ
ス
代
行
運
転
の
お
知
ら
せ

Ｊ
Ｒ
東
日
本
で
は
、
線
路
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
工
事
の
た
め
、　

月　
１０

１１

日
（
火
）
か
ら　

日
（
木
）
ま
で
、

１３

上
越
線
の
六
日
町
駅
か
ら
小
出
駅

の
間
で
、
一
部
の
列
車
を
運
休
し
、

バ
ス
に
よ
る
代
行
運
転
を
し
ま
す
。

そ
の
他
の
列
車
に
つ
き
ま
し
て

は
、駅
に
お
尋
ね
い
た
だ
く
か
、駅

に
あ
る
ポ
ス
タ
ー
や
チ
ラ
シ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

Ｊ
Ｒ
東
日
本
新
潟
支
社

営
業
部
企
画
課

℡
０
２
５
・
２
４
８
・
５
１
４
１

 

N
H
K
学
園

生
涯
学
習
通
信
講
座

N
H
K
学
園
で
は
、趣
味
・
教
養

か
ら
語
学
・
資
格
ま
で
、
幅
広
い

ジ
ャ
ン
ル
の
講
座
が
あ
り
ま
す
。

通
信
講
座
で
す
の
で
マ
イ
ペ
ー

ス
で
学
べ
る
の
が
魅
力
で
す
。
ま

ず
は
、
無
料
の
案
内
書
を
請
求
し

て
く
だ
さ
い
。

【
講
座
】

俳
句
、
短
歌
、
書
道
、
ペ
ン
字
、

絵
画
、
手
芸
、
英
語
、
ハ
ン
グ
ル
、

中
国
語
、
資
格
、
教
養
な
ど

【
受
講
期
間
】

３
ヶ
月
〜
１
年
（
講
座
に
よ
り

異
な
り
ま
す
。）

【
申
込
】

年
中
受
付

【
問
い
合
わ
せ
・
資
料
請
求
】

N
H
K
学
園

℡
０
４
２
・
５
７
２
・
３
１
５
１

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

０
１
２
０
・　

・
８
８
８
１

０６

（
資
料
請
求
）

(14）広報ゆざわ　H１７．１０．９

　

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

９
月
６
日

９
月　

日
２２

富
沢

南
雲

 
南 みな
み

 
楓 かえ
で

さ
ん

さ
ん

※
類
似
文
字
で
表
記
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
広
報
に
掲
載
し
て
ほ
し
く
な
い
場
合
は
、
届
出
の
際
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

　

ご
逝
去
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

９
月　

日
１１

９
月　

日
１４

９
月　

日
１８

９
月　

日
２５

樋
口

南
雲

大
津

南
雲

利
明

ツ
ル
ヨ

フ
ジ
ノ

ト
ヨ

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

　

ご
結
婚
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

９
月　

日
２７

小
野
塚

（
高
野
）

和
行

加
代
子
さ
ん

さ
ん

今月の納税今月の納税等等

（ 第 ３ 期 ）
（ 第 ４ 期 ）

町 県 民 税
国 民 健 康 保 険 税

納期限は、１０月３１日○月 です。
※納税相談は、収納課（℡７８４－３０５６）で受け付
けています。どうぞ、ご利用ください。

新潟県最低賃金が改正になりました
新しい最低賃金（時間額、９月３０日から）は

６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５６４５円円円円円円円円円円円円円円円円円円円円円円円円円円円円円円円円円円円円円円円円円円 です。
アルバイト・臨時採用など、雇用形態を問わず、新潟
県で働くすべての人が対象となります。
最低賃金の問い合わせ先は、小出労働基準監督署（℡
０２５－７９２－０２４１）まで
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